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　今年も、桜をはじめ、春の草木が水上村を彩ってくれました。三

寒四温を繰り返しながら、暖かい気候へ変わりつつあります。

　今回は表紙の写真に加え、表紙になれなかった写真もここに散り

ばめてみました。お時間がある時に、眺めていただけると幸いです。

今月の

表紙
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湯山小学校入学式
　４月 11日（月）、湯山小学校の入学式が行われました。今年は、男子２人、
女子１人の計３人が入学しました。３人とも、名前を呼ばれたらはきはきと
返事し、「ありがとうございます。」ときちんと言えました。これからの成長
がとても楽しみになりました。在校生 23名とともに、楽しく元気に小学校
生活を過ごしてください。

岩野小学校入学式
　４月 11 日（月）、令和４年度岩野小学校入学式が
行われました。今年度は、男子９名、女子５名の計
14名が入学しました。
　入場時は少し緊張した様子でしたが、氏名点呼の際
は「はい」と大きな声で返事をすることができました。
これからの成長が楽しみです。
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消防団入退団式
　4月 4日（月）午後 7時から、水上村消防団入退団式が水上村大会議
室を会場に開催されました。令和３年度途中入団を含む５名の方々に入
団辞令、10名の方々に退団辞令、新幹部・新班長に昇格辞令が交付され

ました。
　団長訓辞並びに村長訓辞の後、新入団員を代表して第２分団第４班（神揚
班）の岩釜隆平団員が「何人をも恐れず良心に従って忠実に消防の義務を遂
行することを厳粛に誓います。」と力強く宣誓。退団者を代表して元第１分
団分団長の米本宗徳氏が入団されてからの 31年間を振り返り、火災や風水
害等での活動の話や、幹部や団員への感謝の言葉を述べられ、最後に「今後
は消防団発展のために、一住民として側面から見守っていきたい。」と挨拶
されました。
　新入団員の方は、これから水上村消防団としてご活躍されることを期待い

たします。退団された方々には、これまで水上村民の安全安心な暮ら
しを守っていただき、ありがとうございました。今後のご健勝をお祈
りいたします。
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令和 4年度消防団体制
団　　長 椎葉　武
副 団 長 竹内　誠二
第１分団 (岩野・江代地区）
分 団 長 内田　真治
副分団長 大石　和教
部　　長 甲斐　啓志
第２分団（湯山地区）

分 団 長 上米良祐樹
副分団長 松田　一洋
部　　長 椎葉　謙治

水上中学校入学式
４月 11 日（月）、第 78 回入学式が行われました。本年

度は 16 名の新入生が入学しました。新型コロナウイルス
感染拡大防止対策のため規模を縮小した式となりましたが、
新入生の堂々とした入場や、呼名の際の元気な返事から、
新しい生活への意気込みが感じられました。
　今年度は、全校生徒 57 名で、水上中学校の新たな伝統
を作り上げていってくれることでしょう。
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令和４年度水上村義務教育学校開校準備室だより

義務教育学校開校準備室紹介
〇初めまして、今年度水上村義務教育学校開校準備室長

に就任しました横山誠二と申します。岩野小学校での
勤務も行いながら、義務教育学校開校に向けた準備を
進めていきたいと思います。

〇地域おこし協力隊の白川明日香です。各学校の閉校に
向けた準備を主に行います。義務教育学校の開校に向
け精一杯頑張っていきます。

　　　　　岩野公民館内　　水上村大字岩野 2678 番地
　　　　　　　　　　　　　電話 44-0333　内線 222

義務教育学校に向けて村内小中学校教職員
　全員研修会開催

　４月６日（水）、村内小中学校のすべての教職員を集めて、令和５年度の義務教育
学校開校に向けた第１回目の全員研修会を実施しました。
　前半は、タブレット端末の操作研修会を実施し、新しく水上村の学校に赴任され
た教職員に対してのタブレットの基本操作や引き続き勤務される教職員に対しての
ICT の効果的な活用についての研修を行いました。
　水上村教職員は、義務教育学校開校に向け学校教育部会に所属し運営していくこ
とになります。部会は、学校経営計画部会、
教育課程編成部会、生徒指導部会、学習部会、
保健・安全部会、事務部会の６つから構成され、
各部長を各校の校長や教頭が担い協議を進め
ていきます。
　今回は、部会での取組内容の確認や役割分
担を行いました。今後は、月に１回実施する
全員研修会の中で、具体的な取組を実施して
いきます。

No.1

左：白川さん　右：横山先生
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出荷協議会が優良賞 第62回熊本県農業コンクール大会

水上中学校に防災ソーラー灯を設置

　県内の優れた農業経営などをたたえる熊本県農業コンクール
があり、本村の物産館「水の上の市場」の出荷協議会が地域農
力部門で優良賞を受賞しました。このコンクールは、経営体・
新人王・地域農力部門があり、令和３年度は、32 個人・法人・
団体の入賞が決定しました。
　この協議会は、2003 年の物産館開業に合わせて発足し、現在
の会員は 52 名。地元産の農林産物や加工食品を生産、販売し、
地産地消に貢献していることや、熊本市の「びぷれす広場」で
週１回の販売会を継続し、ファンを獲得していることが評価さ
れました。

　３月 5日に授賞式が行われ、団体を代表して、会長の那須利八さんが出席。「詰め合わ
せ商品の開発や、インターネット販売にも取り組み、さらに販路を広げたい」と今後の抱
負を語られました。

　３月 18日に、株式会社Cygames（サイゲームス）
様より、防災ソーラー灯２基を寄贈いただきました。
　貴社は、ゲームの企画・開発・運営やアニメーショ
ン制作を行う会社で、平成 28（2016）年の熊本地震
や令和２年豪雨災害の復興支援をされています。その
一環として、　これまでに被災地の県立高校や、他の
市町村小中学校へ 100 本を寄贈されました。
　今回、11 期目の事業として、水上中学校へ設置されました。この防災ソーラー灯は、
災害時停電の場合でも、命の光として誘導サポートできるものです。大切に使わせていた
だきます。

͢ҥέᾭᾚɰᄀࠓᑹ࠱ἿϷعὣቃͳ

　水上元気クラブでは生涯学習教室の
成果発表の場として、岩野公民館ロビー
に作品展示をしております。
　陶芸クラブ（土曜日の部）のみなさ
んの作品展示が始まりました。茶碗や
花器など、個性あふれる力作が並んで
います。お立ち寄りの際は、是非ご覧
ください。
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議会だより 第34号
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特別会計当初予算…… 15

令和３年度補正予算 … 16
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も く じ

朴ノ木原に咲く「ハナズオウ」
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億
円

14.24
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円

村
税
　

2.57
億
円

県
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出
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方
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与
税

及
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各
種
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付
金
等

1.77
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繰
越
金
　

2.44
億
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繰
入
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億
円

諸
収
入
、

財
産
収
入
、

寄
附
金

1.76
億
円

0.59
億
円

村
債
　

2.94
億
円

100 万円
前年度比

2.4％増

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
条
例
改
正
案
件
等
17
件
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
９
件
、
令
和
４
年
度
当

初
予
算
９
件
、
発
議
1
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

定 例 会
月３

サテライトオフィス等誘致
事業
　新型コロナウイルス感染症の拡大により、従来のビジネ
ススタイルが大きく変化し地方へのオフィス移転、ワーケー
ションなどの新たな働き方を取り入れる企業が増えている。
経済効果や地域課題の解決として発展性を秘めていること
から、テレワークに対応可能なサテライトオフィスを整備
し、首都圏からの企業誘致及び移住定住を図る。

歳入

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、前
年
度
と
比
較
し
て
１
億
４
０
０
万
円
、

２・
４
％
の
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
総
合
防
災
シ
ス

テ
ム
設
備
改
修
事
業
６
，０
０
０
万
円
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
誘

致
事
業
４
，７
６
５
万
９
，０
０
０
円
、
市
房
山
キ
ャ
ン
プ
場
大
規
模
改

修
事
業
１
億
６
５
０
万
円
の
増
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主な新規事業及び
主な新型コロナウイルス

対策関連施策

予算額
4,765万9,000円
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民
生
費

総
務
費

公
債
費

農
林
水
産
業
費

11.44
億
円

7.94
億
円

5.29
億
円

4.23
億
円

教
育
費

商
工
費

衛
生
費

3.92
億
円

3.51
億
円

2.98
億
円

土
木
費

2.37
億
円

消
防
費

1.77
億
円

議
会
費

1.00
億
円

予
備
費
、

諸
支
出
金
、

労
働
費

0.61
億
円

災
害
復
旧
費

0.05
億
円

45 億 1,一般会計予算

新型コロナウイルス感染症対
策宿泊・食品製造業継続給付金
　新型コロナウイルス感染症により経営に影響を受けた宿泊、
食品製造業に対し、事業の継続のために必要とする継続給付
金を交付。
　基本給付額 10 万円に令和元年度事業収入と令和２年度事業
収入を比較し、減収分に対し 50％を加算し給付（限度額 100
万円）

新型コロナウイルス感染症対策緊急施設園芸基
盤強化事業補助金
　施設整備を支援することにより、農業担い手の農業生産
基盤を強化し、新型コロナウイルス感染症拡大状況下にお
いても強い産地づくりを目指すとともに、営農継続への意
欲向上を図る。
　認定農業者で施設整備等に係る
事業費に対し 80％以内の補助

（上限 500 万円）

新型コロナウイルス感染
症対策特定事業者緊急施
設等整備補助金
　新型コロナウイルス感染症により影響を受けた事
業者（宿泊業、飲食業、食品製造業）が、事業継続
のため緊急に取り組むウィズコロナ・アフターコロ
ナを踏まえた施設改修等の補助。
　対象事業費に対し 80％以内（上限 100 万円）

歳出

予算額
1,080万円

予算額
1,300万円

予算額
1,500万円
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疑　  点を
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荒
嶽
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。
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嶽
村
長
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画
で
は
早
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和
７
年
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８
年
の
予
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、
代

表
市
町
村
の
人
吉
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用
を
借
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入
れ
る
必
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が

あ
り
、
限
度
額
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億
円
と

定
め
て
あ
る
。
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和
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降
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円
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画

と
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て
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る
た
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県
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山
崎
隆
浩　

議
員

防
災
行
政
情
報
配
信
シ
ス
テ

ム
構
築
委
託
料
、
１
，１
０
０

万
円
の
内
容
は
。

田
代
総
務
課
長

行
政
情
報
を
早
く
正
確
に
伝

え
る
た
め
、
防
災
無
線
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
一

つ
の
入
力
で
一
斉
に
発
信
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
ま
た
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を

利
用
し
文
字
や
音
声
で
も
正

確
に
確
認
が
で
き
る
整
備
を

計
画
し
て
い
る
。

富
山
憲
治　

議
員

火
災
報
知
器
は
設
置
か
ら
相

当
年
数
が
経
過
し
て
お
り
、

電
池
切
れ
な
ど
懸
念
さ
れ
る

が
特
に
高
齢
者
宅
等
、
行
政

か
ら
指
導
を
さ
れ
て
い
る
の

か
。

田
代
総
務
課
長

設
置
後
10
年
を
迎
え
る
も
の

も
多
く
、
一
つ
に
対
し
２
分

の
１
、
最
高
２
，０
０
０
円
ま

で
の
補
助
制
度
を
設
置
し
て

い
る
。
広
報
誌
や
回
覧
等
で

も
周
知
を
し
て
い
る
が
、
利

用
が
少
な
い
た
め
引
き
続
き

周
知
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

杉
野
久
志　

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
は
、

カ
タ
ロ
グ
な
ど
で
選
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、昨
年
売
り
切
れ
が
多
か
っ

た
と
思
う
が
対
策
は
。

江
崎
参
事

印
刷
等
の
公
式
な
も
の
は
な

い
が
、
チ
ラ
シ
的
な
も
の
は

作
成
し
て
お
り
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
商
品
の
閲
覧

が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業

者
が
抱
え
る
在
庫
の
管
理
内

で
行
っ
て
い
る
。

小
野
賴
年　

議
員

職
員
資
格
等
報
償
費
の
資
格

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
か
。

田
代
総
務
課
長

自
動
車
大
型
免
許
や
保
健
師

の
医
療
関
係
の
資
格
な
ど
を

取
得
す
る
際
に
、
２
分
の
１
、

最
高
10
万
円
ま
で
の
補
助
を

し
て
い
る
。

総
務
課
関
係

令和４年度の
　　　　当初予算

ー主な質疑ー
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米
本
宗
徳　

議
員

中
型
免
許
で
な
い
と
運
転
で

き
な
い
消
防
積
載
車
が
あ
る

と
聞
い
た
が
、
対
象
と
な
る

団
員
は
何
名
い
る
の
か
。
ま

た
、
取
得
に
関
す
る
補
助
の

話
が
出
た
と
思
う
が
総
務
課

内
で
協
議
を
さ
れ
た
か
。

米
来
参
事

１
分
団
、
２
分
団
合
わ
せ
て

20
名
程
度
だ
と
思
う
。
現
在

の
車
両
は
普
通
免
許
の
区
分

で
運
転
可
能
だ
が
、
次
に
更

新
す
る
場
合
、
車
両
規
格
の

関
係
上
、
中
型
免
許
が
必
要

に
な
る
。
免
許
取
得
に
か
か

る
費
用
等
に
つ
い
て
検
討
は

し
て
い
る
が
、
細
か
い
と
こ

ろ
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

  

荒
嶽
晋　

議
員

１
０
０
歳
体
操
で
毎
回
同
じ

ビ
デ
オ
だ
が
、
違
う
運
動
等

は
な
い
の
か
。

西
本
保
健
福
祉
課
長

現
在
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
飽
き
が
こ
な
い
よ
う
な
簡

易
的
な
運
動
を
開
発
し
て
い

る
。
ま
た
、
熊
本
保
健
科
学

大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
今

年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て

通
い
の
場
に
入
っ
て
も
ら
い
、

体
力
に
応
じ
た
新
た
な
運
動

を
予
定
し
て
い
る
。

米
良
哲　

議
員

３
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
で
き
な
か
っ
た
方
に

対
す
る
４
月
以
降
の
計
画
は

あ
る
の
か
。

廣
末
保
健
師

役
場
で
取
り
ま
と
め
、
古
城

ク
リ
ニ
ッ
ク
や
他
町
村
と
連

携
し
な
が
ら
個
別
接
種
を
調

整
し
て
い
る
。

富
山
憲
治　

議
員

検
診
委
託
料
の
総
額
は
。
ま

た
、
検
診
を
無
料
に
す
る
考

え
は
。

廣
末
保
健
師

基
本
健
診
費
と
そ
の
他
検
診

費
委
託
料
の
合
計
は
、
１
，

２
４
６
万
２
，
０
０
０
円
と
な

る
。

中
嶽
村
長

検
診
料
の
一
部
負
担
は
、
７

年
間
で
か
な
り
減
ら
し
て
き

て
い
る
。
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
が

増
え
て
く
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
保
険
事
業
、
介
護
事
業

を
ト
ー
タ
ル
的
に
精
査
し
た

う
え
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

那
須
良
策　

議
員

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
の
推

進
と
対
応
は
。

廣
末
保
健
師

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
積
極

的
に
勧
奨
し
て
い
く
方
針
に

変
わ
り
中
学
１
年
生
か
ら
高

校
１
年
生
ま
で
が
基
本
対
象

と
な
る
。
ま
た
、
接
種
さ
れ

て
い
な
い
方
も
３
年
間
で
対

応
し
て
い
く
。

保
健
福
祉
課
関
係
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那
須
良
策　

議
員

市
房
ダ
ム
施
設
交
付
金
は
、

水
力
発
電
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

係
る
地
元
振
興
支
援
事
業
と

は
関
係
な
い
の
か
。

幸
野
税
務
住
民
課
長

国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
発
電
所

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
係
る
償

却
資
産
、
地
元
振
興
補
助
金

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
の

助
成
の
財
源
と
し
て
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

富
山
憲
治　

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
に
つ
い
て
、
受
け
取
り
は

郵
便
で
は
で
き
な
い
か
。
人

吉
、
球
磨
の
病
院
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証
代

わ
り
に
で
き
る
と
こ
ろ
は
。

幸
野
税
務
住
民
課
長

申
請
方
法
に
違
い
が
あ
り
、

原
則
は
申
請
後
に
で
き
あ
が
っ

た
も
の
を
取
り
に
来
て
い
た
だ

く
形
と
な
っ
て
い
る
。
最
初
に

来
庁
さ
れ
た
と
き
に
パ
ス
ワ
ー

ド
等
ま
で
決
め
て
来
て
い
た
だ

け
れ
ば
可
能
で
あ
る
の
で
、
広

報
記
事
に
掲
載
す
る
計
画
を

し
て
い
る
。
保
険
証
の
利
用
と

し
て
は
、
人
吉
、
球
磨
管
内

で
病
院
、
薬
局
合
わ
せ
て
20

軒
程
度
あ
っ
た
か
と
思
う
。

荒
嶽
晋　

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
緊
急
施
設
園
芸
基
盤

強
化
事
業
補
助
金
の
対
象
と

な
る
事
業
は
。

赤
城
主
事

園
芸
作
物
を
作
ら
れ
て
い
る

方
を
対
象
に
、
ハ
ウ
ス
内
の

機
材
、
資
材
、
暖
房
機
等
を

考
え
て
い
る
。

尾
前
武
志　

議
員

市
房
キ
ャ
ン
プ
場
大
規
模
改

修
工
事
で
の
耐
震
性
防
火
水

槽
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
、

見
直
し
の
考
え
は
な
い
か
。

加
藤
主
幹

効
果
的
な
消
火
が
で
き
な
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

検
討
を
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

小
野
賴
年　

議
員

キ
ャ
ン
プ
場
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
今
ま
で
の
実
績
は
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

ア
ウ
ト
ド
ア
関
係
に
詳
し
く
、

テ
レ
ビ
等
に
も
出
演
さ
れ
て

い
る
方
で
キ
ャ
ン
プ
場
を
開

設
さ
れ
た
実
績
が
あ
る
。

杉
野
久
志　

議
員

水
上
村
特
定
疾
病
対
策
事
業

補
助
金
１
５
０
万
円
の
内
容

は
。

赤
城
主
事

Ｅ
Ｂ
Ｌ（
地
方
病
性
牛
白
血

病
）の
対
策
に
必
要
な
経
費
と

し
て
、防
虫
ネ
ッ
ト
購
入
、畜

舎
の
簡
易
な
改
修
に
つ
き
50
％

の
補
助
を
想
定
し
て
い
る
。

米
良
哲　

議
員

水
産
業
費
で
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
の

放
流
を
し
な
い
理
由
は
何
か
。

椎
葉
主
事

河
川
の
工
事
が
完
了
し
て
放

流
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
ら
、

検
討
し
て
い
く
。

山
崎
隆
浩　

議
員

森
林
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
養
成
す

る
目
的
と
、
現
在
セ
ラ
ピ
ス

ト
の
資
格
取
得
者
は
何
人
い

る
の
か
。

税
務
住
民
課
関
係

産
業
振
興
課
関
係
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加
藤
主
幹

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
森
林
セ

ラ
ピ
ー
の
拡
大
を
図
る
う
え

で
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
育
成
が

欠
か
せ
な
い
た
め
報
償
費
を

組
ん
で
い
る
。
本
村
に
セ
ラ

ピ
ス
ト
と
し
て
１
名
が
取
得

し
て
い
る
。

米
本
宗
徳　

議
員

村
有
林
監
視
員
は
、
一
人
で

周
っ
て
い
る
の
か
。

椎
葉
主
事

災
害
ま
た
は
大
雨
の
と
き
の
被

害
確
認
は
、
職
員
と
二
人
体

制
で
周
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

尾
前
武
志　

議
員

岩
野
地
区
と
湯
山
地
区
の
通

学
路
緊
急
対
策
工
事
と
は
ど

の
よ
う
な
事
業
か
。

甲
斐
建
設
課
長

国
の
交
通
安
全
対
策
補
助
金

を
利
用
し
、
区
画
線
だ
け
で

は
対
象
と
な
ら
な
い
の
で
、

カ
ラ
ー
舗
装
、
防
護
柵
、
標

識
等
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施

す
る
事
業
。

簡
易
水
道
事
業
で
古
い
と
こ

ろ
が
あ
る
が
、
耐
用
年
数
と

今
後
の
計
画
は
。

白
川
主
事

法
定
耐
用
年
数
は
40
年
と
言

わ
れ
て
い
る
。
今
後
の
計
画

は
令
和
４
年
度
に
岩
野
、
湯

山
地
区
で
水
源
の
掘
削
工
事

に
入
り
、
そ
の
結
果
次
第
で

水
道
事
業
の
認
可
を
取
り
、

そ
の
後
測
量
設
計
事
業
委
託
、

管
路
の
工
事
に
な
る
の
で
３
、

４
年
は
か
か
る
と
思
う
。

米
本
宗
徳　

議
員

義
務
教
育
学
校
へ
移
行
す
る

に
あ
た
り
、
閉
校
委
員
会
の

補
助
金
は
あ
る
が
、
開
校
に

向
け
て
の
補
助
金
は
。

堤
田
教
育
課
長

令
和
５
年
度
を
見
越
し
て
い

る
が
、
必
要
で
あ
れ
ば
補
正

を
お
願
い
す
る
。

小
野
賴
年　

議
員

水
上
マ
ウ
ン
テ
ン
ス
ポ
ー
ツ

実
行
委
員
会
の
構
成
は
。

堤
田
教
育
課
長

会
長
に
村
長
を
、
副
会
長
に

旅
館
組
合
、
委
員
に
商
工
会

長
、（
株
）
み
ず
か
み
、
上
球

磨
消
防
署
東
分
署
長
、
教
育

課
長
で
構
成
す
る
予
定
。

杉
野
久
志　

議
員

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
成
人

年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
が
、
成
人
式
は
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
。

堤
田
教
育
課
長

式
典
に
関
し
て
は
、人
吉
球
磨

管
内
同
じ
考
え
で
、20
歳
に

な
っ
て
か
ら「
は
た
ち
の
集
い
」

と
い
う
名
称
で
行
う
予
定
。

那
須
良
策　

議
員

中
学
校
の
修
学
旅
行
が
、
２

年
連
続
で
延
期
し
大
分
に

な
っ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
が

流
行
し
て
い
な
い
時
期
に
行

け
る
体
制
作
り
は
で
き
な
い

の
か
。
ま
た
、
行
き
先
が
変

更
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

西
野
教
育
長

流
行
状
況
が
読
め
な
い
の
で
、

コ
ー
ス
を
組
む
段
階
で
バ
ス

や
旅
館
等
の
手
配
が
非
常
に

難
し
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

行
き
先
に
つ
い
て
は
、
み
な

か
み
中
学
校
が
統
合
し
校
名

変
更
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
交
流
先
、
行
き
先
を
変

更
す
る
方
向
で
学
校
長
を
中

心
に
検
討
し
て
い
る
。

建
設
課
関
係

教
育
課
関
係
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答

新
規
作
物
を
推
進
す
る
目
的

は
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

　

小
規
模
生
産
農
家
や
高
齢
者
で
も

栽
培
で
き
、
特
産
品
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
先
駆
的
な
作
物
と
し
て
位
置

づ
け
遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
、
樹
園
地
の
活
用
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
状
況
は
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
オ
リ
ー
ブ
、
平

成
29
年
度
か
ら
は
ア
ー
モ
ン
ド
、
令
和

２
年
か
ら
は
桑
を
試
験
的
に
導
入
し
、

本
村
で
の
栽
培
や
新
た
な
観
光
資
源
と

し
て
の
可
能
性
を
現
在
実
証
中
で
あ

る
。
ま
た
、
苗
代
等
の
購
入
に
要
す
る

経
費
の
50
％
以
内
を
補
助
し
て
い
る
。

新
規
作
物
を
普
及
す
る
た
め
の

課
題
は
。

川
俣
産
業
振
興
課
長

　

村
に
合
っ
た
栽
培
方
法
の
確
立
、
販

路
の
確
保
が
重
要
と
考
え
る
。
ま
た
、

農
業
に
興
味
の
あ
る
若
い
世
代
の
目
に

触
れ
て
い
な
い
こ
と
も
要
因
と
考
え
て

৻
⥸
⾰


Q. 新規作物を普及するためには

A. 栽培方法を確立し、
　 販路確保が重要

答

村の現状！今後の見通しは !!

問問問 答

杉野　久志 議員

通
学
路
の
安
全
確
保
に
向
け
た

取
組
み
は
。

堤
田
教
育
課
長

　

毎
年
４
月
に
水
上
駐
在
所
の
指
導

の
下
、
交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
て

い
る
。
教
職
員
と
子
ど
も
達
が
一
緒

に
歩
い
て
危
険
箇
所
を
確
認
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
区
委
員
に
依
頼
し
て

各
地
区
の
危
険
箇
所
を
報
告
い
た
だ

い
て
い
る
。

甲
斐
建
設
課
長

　

区
画
線
等
の
塗
り
直
し
、
カ
ラ
ー
舗

装
や
防
護
柵
の
設
置
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
て
行
い
、
通
行
車
両
及
び
歩
行
者
両

面
か
ら
の
視
覚
的
な
安
全
対
策
を
図
る

計
画
を
し
て
い
る
。

子
ど
も
１
１
０
番
の
取
組
み
及

び
登
下
校
中
の
危
険
回
避
に
関

す
る
対
策
は
。

Q.
通
学
路
の
安
全
対
策
は

A.
危
険
箇
所
の
点
検
や
安
全
な
道
路
整
備

問答

堤
田
教
育
課
長

　

村
内
29
箇
所
に
お
願
い
し
て
お
り
、

地
区
児
童
会
等
で
子
ど
も
１
１
０
番
の

旗
を
教
え
、
何
か
あ
っ
た
ら
助
け
て
く

れ
る
場
所
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
て
い

る
。
危
険
回
避
の
た
め
、「
行
か
な
い
・

乗
ら
な
い
・
大
声
を
出
す
・
す
ぐ
逃
げ

る
・
知
ら
せ
る
」
を
「
い
か
の
お
す
し
」

と
い
う
言
葉
で
指
導
し
て
い
る
。

答 い
る
。

答

問

߆
߆

߆߆߆߆
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820万円
前年度比　10.9％減

令和４年度特別会計当初予算 9 億 6,960 万円
前年度比　0.7％増

国民健康保険特別会計（事業勘定）予算

3億900万円
前年度比　7.6％減

簡易水道事業特別会計予算

9,480万円
前年度比　3.5％増

国民健康保険特別会計（直診勘定）予算

農業集落排水事業特別会計予算

5,950万円
前年度比　3.1％減

介護保険特別会計予算

4億1,490万円
前年度比　7.6％増

林業集落排水事業特別会計予算

660万円
前年度比　1.5％減

後期高齢者医療特別会計予算

3,780万円
前年度比　7.5％増

下水道事業特別会計予算

3,880万円
前年度比　0.5％増

議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は６月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局☎44-0319まで
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３億 9,500 万円 減額
　歳入歳出予算の総額に３億 9,500 万円を減額し、総額を 46 億 6,186 万円とするもの。
　歳出の主なものは、２年災林道施設災害復旧費１億 9,800 万円、２年災公共土木施設災害復旧
費２億 2,400 万円などを減額計上した。

令和３年度水上村
一般会計補正予算（第９号）

88 万 1,000 円 減額
　歳入歳出予算の総額に 88 万 1,000 円を減額
し、総額を 3,433 万 7,000 円とするもの。

令和３年度水上村後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）

557 万円 増額
　歳入歳出予算の総額に 557 万円を追加
し、総額を 9,886 万 1,000 円とするもの。

令和３年度水上村簡易水道事業
特別会計補正予算（第４号）

244 万 6,000 円 増額
　歳入歳出予算の総額に 244 万 6,000 円を
追加し、総額を３億 1,851 万 8,000 円とす
るもの。

令和３年度水上村国民健康保険特別
会計（事業勘定）補正予算（第４号）

63 万 1,000 円 増額
　歳入歳出予算の総額に 63 万 1,000 円を追加
し、総額を 1,042 万円とするもの。

令和３年度水上村国民健康保険特別
会計（直診勘定）補正予算（第２号）

500 万円 減額
　歳入歳出予算の総額に 500 万円を減額
し、総額を４億 2,377 万円とするもの。

令和３年度水上村介護保険特
別会計補正予算（第３号）

5 万 3,000 円 減額
　歳入歳出予算の総額に５万 3,000 円を減
額し、総額を 838 万円とするもの。

令和３年度水上村林業集落排水
事業特別会計補正予算（第２号）

48 万 3,000 円 減額
　歳入歳出予算の総額に 48 万 3,000 円を減額
し、総額を 6,630 万 4,000 円とするもの。

令和３年度水上村農業集落排水事業
特別会計補正予算（第２号）

116 万 3,000 円 減額
　歳入歳出予算の総額に 116 万 3,000 円を減額
し、総額を 3,880 万 1,000 円とするもの。

令和３年度水上村下水道事業特別会
計補正予算（第２号）

令和３年度補正予算

いずれも審議の結果、原案のとおり可決した。
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条例などの審査（当初予算・補正予算を除く）

議案番号 条例等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号 水上村役場課設置条例の一部を改正する
条例

新しい課（地方創生推進課）を設置
するための条例改正

可　決
（全員賛成）

議案第２号 水上村職員の分限の手続及び効果に関す
る条例の一部を改正する条例

職員の失職の特例に関し詳細な規定
の明確化に伴う条例改正

可　決
（全員賛成）

議案第３号 水上村職員の育児休業等に関する条例の
一部を改正する条例 国の関係省令の改正に伴う条例改正 可　決

（全員賛成）

議案第４号 水上村報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例

消防団員の報酬額を変更するための
条例改正

可　決
（全員賛成）

議案第５号 水上村議会議員の報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例

県人事委員会勧告に準じ議員の期末
手当に係る支給率の改正

可　決
（全員賛成）

議案第６号 水上村長等の給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例

県人事委員会勧告に準じ村長等特別
職の期末手当に係る支給率の改正

可　決
（全員賛成）

議案第７号 水上村一般職の職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例

県人事委員会勧告に準じ一般職の職
員の期末手当に係る支給率の改正

可　決
（全員賛成）

議案第８号 水上村会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例

県人事委員会勧告に準じ会計年度任
用職員の期末手当に係る支給率の改
正

可　決
（全員賛成）

議案第９号 水上村在宅ねたきり高齢者等介護者手当
支給条例の一部を改正する条例

受給資格、手当額、支給期間を変更
するための条例改正

可　決
（全員賛成）

議案第 10 号 水上村消防団員の定員、任免、給与、服
務等に関する条例の一部を改正する条例

消防団員の報酬及び費用弁償の支給
に関する条文の改正

可　決
（全員賛成）

議案第 11 号 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変
更について

組合の共同処理する事務に関し脱退
する自治体があったことによる変更

可　決
（全員賛成）

議案第 12 号 工事請負変更契約の締結 村道舟石日当平線道路災害復旧工事
契約の請負金額を変更

可　決
（全員賛成）

議案第 13 号 工事請負変更契約の締結 村道崩尾線道路災害復旧工事契約の
請負金額を変更

可　決
（全員賛成）

議案第 14 号 県営農業競争力強化農地整備事業に係る
分担金額の決定

岩野地区諏訪溝、小屋谷溝に係る分
担金額の決定

可　決
（全員賛成）

議案第 15 号
団体営農業農村整備事業（農業水路等長
寿命化・防災減災型）（繰越）に係る受
益者負担金額の決定

湯山中央地区の排水路改修事業に係
る負担金額の決定

可　決
（全員賛成）

議案第 16 号 ２年災農地等災害復旧事業（繰越）に係
る受益者負担金額の決定

宮田・里坊地区農地災害復旧工事に
係る負担金額の決定

可　決
（全員賛成）

議案第 17 号 水上村商工会員の借入資金に関する預託 預託する資金の額を 3 千万円（年
利 0.002％）と決定

可　決
（全員賛成）

発議第 １号 水上村議会委員会条例の一部を改正する
条例

水上村役場課設置条例の一部改正に
伴い、常任委員会の所管を変更する
改正

可　決
（全員賛成）
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臨 時 会回第 １ １月 26 日開催
○令和３年度水上村一般会計補正予算（第８号）
　歳入歳出予算の総額に 4,020 万円を追加し、総額を 50 億 5,686 万円とするもの。
　主に住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業 3,970 万円などの事業が追
加計上された。

臨 時 会回第 ２ ２月８日開催
○条例などの審査

議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号 工事請負契約の締結について 村道白蔵線道路災害復旧工事に
係る請負契約を締結

可　決
（全員賛成）

継続審査申出書 可　決
（全員賛成）

編
集
後
記

　

今
年
も
ダ
ム
湖
の
桜
は
３
月
16

日
に
開
花
し
綺
麗
に
咲
き
ほ
こ
っ

た
。

　

今
で
は
「
桜
と
言
え
ば
水
上
村
」

と
有
名
だ
が
、
あ
る
時
新
聞
記
事

に
目
が
と
ま
っ
た
。

　
「
ダ
ム
湖
の
桜
は
元
水
上
中
教
諭

の
松
本
早
蔵
さ
ん
の
発
案
か
ら
生

徒
と
一
緒
に
植
栽
を
始
め
て
基
盤

が
つ
く
ら
れ
、
村
に
引
き
継
が
れ

た
」
と
あ
っ
た
。
ダ
ム
建
設
に
合

わ
せ
植
栽
さ
れ
た
と
は
聞
い
て
い

た
が
、
先
生
だ
っ
た
と
は
知
ら
な

か
っ
た
。
ま
た
発
案
場
所
が
焼
酎

を
飲
み
交
わ
さ
れ
た
送
別
会
と
あ

り
、
更
に
驚
い
た
。
あ
た
り
ま
え

と
感
じ
て
い
る
大
自
然
や
風
景
も

先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
受
け
継
が

れ
て
い
る
も
の
も
多
く
残
っ
て
い

る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
、
改
め
て
大

切
な
資
源
を
後
世
に
残
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
焼
酎
を
飲

む
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

桜
の
植
栽
の
発
案
場
所
が
焼
酎
を

飲
み
交
わ
さ
れ
た
送
別
会
と
あ
り
、

酔
っ
ぱ
ら
っ
て
本
音
で
語
り
合
う

小
さ
な
ア
イ
デ
ア
が
形
と
な
り
将

来
村
を
元
気
に
す
る
仕
掛
け
と
な

る
可
能
性
も
大
い
に
あ
る
と
感
じ

た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、
み
ん

な
で
語
り
合
う
日
が
来
る
の
が
楽

し
み
だ
。　

           

山
崎　

隆
浩

　
　

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

米
本　

宗
徳

副
委
員
長　

山
崎　

隆
浩

委　
　

員　

杉
野　

久
志

尾
前　

武
志高城公園の八重桜
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間違った飼育を行うと、猫を危険にさらすだけでなく、近隣トラブル
の原因にもなってしまうことがあります。ペットには愛情と責任をもっ
て、正しいルールで飼いましょう。

猫は室内で飼いましょう 不妊・去勢手術をしましょう
　猫は室内で飼うことが基本です。外に放
してしまうと近所の家の庭に糞をしたり、
物を荒らしたりしてしまうことがあり、ト
ラブルの元になりかねません。
　このような事態を引き起こさないため
に、室内で飼うようにしましょう。

　猫は、非常に繁殖率が高く年に2～ 4
回子どもを産むと言われています。不幸な
猫、迷惑をかける猫が増える原因になりま
すので、去勢・避妊手術をしましょう。病
気の予防やマーキング行為の減少等にもつ
ながります。

野良猫へのエサやりについて
　捨てられたり、屋外で不適切に放し飼いされたりした猫やその子孫が、飼い主のいない
猫（野良猫）として多数生息しています。
　しかし、このような猫たちを「かわいそう」という感情だけで間違った世話をすると、
生活環境の悪化や近隣トラブルなどにつながる場合があります。
　エサをあげるときは、決まった場所・時間で行い、置きエサはやめましょう。また、責
任をもって糞尿の処理や不妊・去勢手術をするなど、近隣の生活環境に配慮しましょう。（エ
サをあげた時点で、飼い主と同じく責任が生じます。）

お問合せ先：水上村役場　保健福祉課

猫を飼う時はルールを
守って飼いましょう！

農家のみなさんへ
農繁期に入りました！

農作業事故にご注意を！！
　春は農作業事故の発生が多い時期です。
　トラクター等を使用する機会が増えますので、充分注意しましょう。
　また、台風等の集中豪雨に備え水路やハウスの点検を実施してください。

①農業機械の点検整備の励行。
②点検時は必ずエンジンを停止する。
③安全のために良いと思ったことは少しでも実行する。
④安全保護具（シートベルト・ヘルメット）の使用徹底、作業に適した服装をする。

無理は禁物です。体調を整え、機械を整えて農作業を行いましょう。
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【
水
上
村
職
員
異
動
・
昇
格
一
覧
】

　
　
（
令
和
４
年
４
月
１
日
）

税
務
住
民
課
長
兼
会
計
管
理
者
兼
出
納
員

西
本　

克
幸（
保
健
福
祉
課
長
）

保
健
福
祉
課
長

幸
野　
一
樹（
税
務
住
民
課
長

兼
会
計
管
理
者
兼
出
納
員
）

地
方
創
生
推
進
課
長

川
俣　

宣
雄（
産
業
振
興
課
長

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

産
業
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

湯
谷　

政
彦（
総
務
課
課
長
補
佐
）

議
会
事
務
局
長（
課
長
）

杉
野　

貴
文（
議
会
事
務
局
長

（
課
長
補
佐
））

総
務
課
課
長
補
佐

田
代　

浩
幸（
保
健
福
祉
課
主

幹
兼
保
育
所
長
）

保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
保
育
所
長

立
尾　
一
貴（
産
業
振
興
課
課

長
補
佐
）

税
務
住
民
課
課
長
補
佐

椎
葉　

由
美（
税
務
住
民
課
主
幹
）

建
設
課
課
長
補
佐

信
國　

俊
輔（
建
設
課
主
幹
）

教
育
課
課
長
補
佐

荒
嶽　

雄一（
教
育
課
主
幹
）

地
方
創
生
推
進
課
主
幹

那
須　

裕
平（
教
育
課
主
幹
）

湯
山
保
育
所
主
任
保
育
士（
係
長
）

田
浦　

浩
子（
岩
野
保
育
所
主

任
保
育
士（
係
長
））

岩
野
保
育
所
主
任
保
育
士（
係
長
）

椎
葉　

美
紀（
湯
山
保
育
所
主

任
保
育
士（
係
長
））

岩
野
保
育
所
保
育
士（
係
長
）

下
田
万
里
子（
湯
山
保
育
所
保

育
士（
係
長
））

地
方
創
生
推
進
課
参
事

江
崎　

邦
臣（
総
務
課
参
事
）

地
方
創
生
推
進
課
主
事

椎
葉
真
珠
美（
総
務
課
主
事
）

総
務
課
主
事

白
川　

郁
也（
建
設
課
主
事
）

湯
山
保
育
所
保
育
士

谷
口　

杏
奈（
岩
野
保
育
所
保
育
士
）

保
健
福
祉
課
主
事

古
賀　

彩
美（
税
務
住
民
課
主

事
兼
会
計
室
兼
分
任
出
納
員
）

会
計
室
主
事
兼
分
任
出
納
員

中
村　

優
奈（
建
設
課
主
事
）

建
設
課
主
事

杉
野　

直
輝（
産
業
振
興
課
主
事
）

地
方
創
生
推
進
課
主
事

福
山　

将
平（
産
業
振
興
課
主
事
）

地
方
創
生
推
進
課
主
事

岩
﨑　
　

亮（
教
育
課
主
事
）

【
水
上
村
職
員
新
規
採
用
一
覧
】

　
　
（
令
和
４
年
４
月
１
日
）

地
方
創
生
推
進
課
主
事

　

深
水　

翔
平

建
設
課
主
事　

大
手　

英
右

教
育
課
主
事　

藤
田　

美
空

税
務
住
民
課
主
事
兼
分
任
出
納
員

　

中
田　

優
輝

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員（
地
方
創
生
推
進
課
）

　

小
野　

恭
子

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員（
地
方
創
生
推
進
課
）

　

川
満　

武
徳

【
水
上
村
職
員
退
職
者
等
一
覧
】

　
　
（
令
和
４
年
３
月
31
日
）

建
設
課
主
事　

吉
田　

啓
人

【
再
任
用
】（
令
和
４
年
４
月
１
日
）

建
設
課
水
道
手　

小
川
綱
太
郎

上 村 職 員 紹 介水

まだまだ分からないことも多いですが、水上村の一員
として精一杯頑張ります。よろしくお願いします。

大
おおて

手 英
えいすけ

右（20）
（あさぎり町）
建設課
（浄化槽、庶務）

水上村の魅力を知りながら、水上村に馴染めればと
思っております。まだまだ分からない点も多いです
が、一生懸命頑張っていきます。宜しくお願い致し
ます。

深
ふかみ

水 翔
しょうへい

平（22）
（湯前町）
地方創生推進課
（庶務、観光）

水上の山と空気が好きで４月から水上村に引っ越し
てきました。趣味はトレイルランニングです。元気
な水上村に貢献できたらなと考えていますので、今
後ともよろしくお願いいたします！

川
かわみつ

満 武
たけのり

徳（30）
（湯山覚井）
地方創生推進課

今は分からないことだらけですが、一日も早く仕事に
慣れお役に立てるよう頑張ります。よろしくお願いし
ます。

藤
ふじた

田 美
み く

空（18）
（神揚）
教育課
（庶務、社会教育）

水上マウンテンパーティーやイベントなどで何度か村
に来る機会があり、自然の豊かさや村の雰囲気が好き
になりました。村の皆さんに寄り添えるよう心掛けた
いと思いますので、気軽に声をかけて下さい。どうぞ
よろしくお願い致します。

小
お の

野 恭
きょうこ

子（43）
（上楠）
地方創生推進課

一日でも早く役立つ人材となれるよう精進いたしま
すのでよろしくお願いいたします。

中
なかた

田 優
ゆう き

輝（18）
（湯前町）
税務住民課
（人口動態、軽自動車
税等）

地域おこし協力隊

水
上
村
職
員
異
動
等
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主な事務分掌
公共土木
農業土木
森林土木
村営住宅
簡易水道
下水道
災害復旧

職 員 席 次 表 （令和4年４月1日現在）【水上村役場】　（代表）４４－０３１１　（ＦＡＸ）４４－０６６２

【岩野公民館】

【岩野保育所】

【スクールバス】

【義務教育学校準備室】

【湯山保育所】

【役場２階】

村　長　室

会　計　室
主な事務分掌
歳計現金出納
歳入歳出執行

議会事務局

産　　休

熊本県後期高齢者
医療連合会出向

主な事務分掌
・議会　　・監査
・常任委員会

村　長
中 嶽 弘 継

教　　　　育　　　　課
主な事務分掌
学校教育
学校給食
奨学金
スクールバス

文化財保護
社会教育
社会体育
公民館活動
教育施設管理

（
機
構・山
村
）

岩

﨑
　

亮

主
事

（
商
工・定
住
促
進
）

椎
葉
真
珠
美

主
事

中

村

優

奈

主
事

山

本

真

澄

主
事

田

川

順

子

会
計
年
度
任
用
職
員

Ｏ

Ａ

機

器

尾
方　

和
架

参
事

高
橋
朋
宏

主
事

参事
江 埼 邦 臣
（総合戦略・ふるさと納税）

主幹
那 須 裕 平
（クロカン・企画）

（
学
校
教
育
）

中

川

寧

々

主
事

（
学
校
教
育・社
会
体
育
）

工

藤

晃

介

主
事

（
社
会
教
育
）

那

須
　

緑

係
長

魚

波
　

愛

会
計
年
度
任
用
職
員

ユ
ー
ル
ス
タ
イ
ン
・

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ロ
イ

外
国
語
指
導
助
手

（
社
会
教
育・給
食
）

藤

田

美

空

主
事（
新
採
）

㸦���㸧㸦���㸧
㸦���㹼���㸧

㸦���㹼���㸧

（
観
光・庶
務
）

深

水

翔

平

主
事（
新
採
）

（
商
工・観
光
）

福

山

将

平

主
事

Ｏ

Ａ

機

器

河
野
太
志
朗

地
域
お
こ
し
協
力
隊

川

満

武

徳

地
域
お
こ
し
協
力
隊

中

川
　

拓

地
域
お
こ
し
協
力
隊

建　設　課
主な事務分掌
産業推進機構
スカイヴィレッジ
合宿・企業誘致
各種イベント
ふるさと納税
空き家対策
商工観光・公園管理

地方創生推進課

建設課長
甲 斐 　 敦

課長補佐
信 國 俊 輔
（公共土木）

（
下
水
道・森
林
土
木
）

西

野
　

亮

係
長

（
水
道・住
宅
）

杉

野

直

輝

主
事

（
水
道
管
理
）

小
川
綱
太
郎

水
道
手（
再
任
用
）

（
浄
化
槽・庶
務
）

大

手

英

右

主
事（
新
採
）

右

田

ゆ

り

会
計
年
度
任
用
職
員

（
水
道
管
理
）

岩

佂

隆

平

水
道
手

小

野

恭

子

地
域
お
こ
し
協
力
隊

田

川
　

慎

地
域
お
こ
し
協
力
隊

三
戸
田
直
志

地
域
お
こ
し
協
力
隊

藍

介

揚

地
域
お
こ
し
協
力
隊

（直通）４４－０３１５
地方創生推進課長
川 俣 宣 雄

（直通）４４－０３１2

（
農
業
）

赤

城

隼

也

主
事

（
林
業
）

椎

葉

正

和

主
事

主幹
加 藤 　 康

（農林業）

（
農
業
委
員
会
）

松

平

悠

生

主
事

Ｏ

Ａ

機

器

Ｏ

Ａ

機

器

Ｏ

Ａ

機

器

Ｏ

Ａ

機

器
田

山

真

紀

会
計
年
度
任
用
職
員

産業振興課長（兼農委局長）
湯 谷 政 彦

（直通）４４－０３１４

課長補佐
立 尾 一 貴
（社会福祉・保育所）

那

須

理

絵

保
健
師（
主
幹
）

（
介
護
保
険
）

椎

葉

睦

美

参
事

廣
末
真
奈
美

保
健
師（
参
事
）

今

中

昭

子

（
会
）介
護
認
定

（
国
保・後
期
）

米

来
　

早

主
事

下

川

洋

子

会
計
年
度
任
用
職
員

本

岡

康

博

地
域
お
こ
し
協
力
隊

Ｏ

Ａ

機

器

落

合

加

恵

会
計
年
度
任
用
職
員

（
障
害
者
福
祉・環
境
）

古

賀

彩

美

主
事

保健福祉課長
幸 野 一 樹

（直通）４４－０３１３

会計管理者
西 本 克 幸

総　務　課
主な事務分掌
財政　統計
消防・防災
交通安全
自衛官募集
選挙　広報
公共交通
情報通信

保 健 福 祉 課
主な事務分掌
福祉全般
保健衛生
環境衛生
国民健康保険
後期高齢医療
介護保険
保育所

（
行
政・電
算
）

那

須
　

恵

参
事

（
給
与・選
挙
）

岡

本

孝

雄

係
長

（
財
政
）

白

川

郁

也

主
事

（
消
防・Ｄ
Ｘ
推
進
）

米

来

博

也

参
事

横

山

昌

彦

運
転
手

（
公
用
車
管
理
）

西
　

希

志

（
会
）運
転
手

魚

波

将

賢

会
計
年
度
任
用
職
員

（
交
通・統
計
）

尾

前

颯

斗

主
事

課長補佐
田 代 浩 幸
（人事・起債）

総務課長
田 代 浩 章

（直通）４４－０３１１

税務住民課
主な事務分掌
村税・諸税
土地台帳
戸籍・住民票
マイナンバー
国民年金
徴収
地籍管理

産業振興課
主な事務分掌
農業委員会
農業振興
畜産振興
林業振興
村有林管理
農地
鳥獣対策

課長補佐
椎 葉 由 美
（住民税・法人税等）

森

川

和

子

会
計
年
度
任
用
職
員

（
固
定
資
産
税
）

藤

本
　

翔

主
事

（
人
口
動
態・軽
自
）

中

田

優

輝

主
事（
新
採
）

Ｏ

Ａ

機

器

税務住民課長
西 本 克 幸

（直通）４４－０３１６

（
戸
籍・国
保
税
）

戸

澤

七

彩

主
事

（
年
金・住
基
）

池
末
康
士
朗

主
事

（直通）４４－０３１８

局長（課長）
杉 野 貴 文
（議会・監査）

（直通）４４－０３１９

（直通）４４－０３３３　　（ＦＡＸ）４４－０３２９

（直通）４４－００３２ （直通）４６－００３９

※氏名欄の（　）書きは主な職務内容

※（会）は会計年度任用職員の略

教育課長
堤 田 江 美 子

教育長
西 野 　 健

運転手
小 原 雄 二

主任保育士（係長）
椎 葉 美 紀

保育士（係長）
城 本 夕 子

主任保育士（係長）
田 浦 浩 子
保育士
谷 口 杏 奈
（会）保育士
蔵 座 ま ゆ み
（会）保育士
北 村 園 子
（会）保育士
田 浦 陽 子
（会）保育補助員
那 須 栄 子
（会）調理員
西 　 美 記 子

保育士（係長）
下 田 万 里 子

保育士（参事）
山 﨑 仁 美

（会）保育士
幸 野 真 紀 子

（会）保育士
椎 葉 理 恵

（会）保育士
尾 前 佐 代 子

（会）保育士
藤 本 幸 子

（会）保育士
橋 口 　 由 美

（会）保育補助員
大 平 香 代 子

（会）保育補助員
蔵 座 真 理

（会）看護師
中 村 三 千 子

（会）調理員
山 本 梨 紗

（会）調理員
恒 松 明 美

（会）調理補助員
五 家 由 美 子

運転手
高 橋 秀 喜
（会）運転手
西 　 彰 次 郎
（会）運転手
甲 斐 　 靖

課長補佐
荒 嶽 　 雄 一
（学校教育・学校施設）

白
川
明
日
香

地
域
お
こ
し
協
力
隊

義務教育学校準備室長
横 山 誠 二
（義務教育学校準備）
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い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

②
宇
城
市
立
河
江
小
学
校

③
映
画
鑑
賞

④
宇
城
市
立
河
江
小
学
校
か
ら

参
り
ま
し
た
。
水
上
村
の
豊

か
な
自
然
に
驚
き
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

の
進
め
方
を
先
生
方
か
ら
学

び
、
学
ん
だ
こ
と
を
子
供
た

ち
に
還
元
し
て
い
き
た
い
で

す
。
義
務
教
育
学
校
へ
の
移

行
に
向
け
て
お
忙
し
い
時
期

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
に

で
き
る
お
手
伝
い
を
し
っ
か

り
や
っ
て
い
き
ま
す
。
個
人

と
し
て
は
、
水
上
村
の
く
ら

し
や
人
、
よ
さ
を
知
る
一
年

に
し
た
い
で
す
。

②
あ
さ
ぎ
り
町
立
上
小
学
校

③
音
楽
鑑
賞

④
自
然
豊
か
な
水
上
村
に
赴
任

で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
素
直
で
元
気
な
子

供
た
ち
の
た
め
に
尽
力
し
て

②
山
江
村
立
万
江
小
学
校

③
多
肉
植
物
を
育
て
る
こ
と

④
湯
山
小
の
子
供
た
ち
が
今
以

上
に
輝
け
る
よ
う
に
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

②
横
浜
市
立
中
丸
小
学
校

③
物
づ
く
り
（
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
・
Ｄ
Ｉ
Ｙ
な
ど
）

④
水
上
村
の
丁
寧
な
教
育
活
動

湯
山
小
学
校

　

４
月
１
日
付
け
で
教
職
員
の
異
動
が
あ
り
、
次
の
先
生
方
が
転
入
・
転
出
さ
れ
ま
し
た
。
転
入
さ
れ
た
先
生
方

に
は
、
本
村
の
教
育
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
出
さ
れ
た
先
生
方
に
は
本
村
教
育
の
発
展
に
ご
努
力
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

転
出
先
で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

転
入
さ
れ
た
先
生
方
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

水
上
村

教
育
の
発
展
に
ご
尽
力
を

①
氏
名　

②
前
任
校

③
趣
味　

④
抱
負

岩
野
小
学
校

①教諭

平
ひらかわ

川 莉
り ほ

帆

①養護助教諭

尾
お ま え

前真
ま な み

奈美

①教諭

太
お お た

田 秀
ひであき

昭

②
新
規
採
用

③
ド
ラ
マ
鑑
賞

④
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
あ
さ
ぎ
り
町
立
上
小
学
校

③
メ
ダ
カ
を
育
て
る
こ
と

④
桜
の
き
れ
い
な
水
上
村
に
勤

務
で
き
る
こ
と
を
と
て
も
嬉

し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
子
供

た
ち
と
一
緒
に
明
る
く
楽
し

く
勉
強
や
運
動
が
で
き
る
こ

①教諭

安
あんどう

藤 隆
たかふみ

文

①講師

倉
くらもと

元 留
る み

美

①補助教員

深
ふ か み

水 麻
あ さ こ

子

ᢎ⢒ᆔຬળڗޓ�������
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②
新
規
採
用

③
写
真
撮
影
（
一
眼
レ
フ
カ
メ

ラ
）

④
初
め
て
水
上
村
に
来
た
時

に
、
桜
が
咲
き
ほ
こ
る
景
色

に
感
動
し
ま
し
た
。
自
然
豊

か
な
場
所
で
働
く
こ
と
が
と

て
も
楽
し
み
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
精
進
し
て
い

き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

②
湯
前
町
立
湯
前
中
学
校

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

④
特
別
支
援
学
級
を
担
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
生
徒
の

皆
さ
ん
が
充
実
し
た
学
校
生

活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

②
人
吉
市
立
第
二
中
学
校

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

④
一
年
生
、
理
科
、
柔
道
部
を

担
当
い
た
し
ま
す
。
一
日
一

日
を
大
切
に
努
力
し
て
参
り

ま
す
。
頑
張
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

②
人
吉
市
立
第
二
中
学
校

③
美
味
し
い
ス
イ
ー
ツ
探
し

④
約
５
年
ぶ
り
に
、
再
び
水
上

中
に
参
り
ま
し
た
。
生
徒
一

人
一
人
と
の
関
わ
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

水
上
中
学
校①教諭

大
おおなか

中　　敦
あつし

①教諭

黒
くろざき

﨑 真
ま り

梨

①養護教諭

松
ま つ だ

田 芽
め い

生

①講師

平
ひらやま

山　　恵
めぐみ

湯
山
小
学
校

・
大
畑
小
学
校

教　

諭　
　
　

岩
崎　

秀
幸

・
西
合
志
南
小
学
校

　

教　

諭　
　
　

有
働　

福
美

・
湯
前
小
学
校

（
臨
採
）
養
護
助
教
諭

黒
木　

未
亜

岩
野
小
学
校

・
久
米
小
学
校

　

教　

諭　
　
　

井
上　
　

勉

・
多
良
木
小
学
校

　

教　

諭
　
　

澁
谷　

秀
明

・
退
職

養
護
教
諭　
　

中
村　

明
里

水
上
中
学
校

・
湯
前
中
学
校

教　

諭　
　
　

中
野　

香
織

・
球
磨
中
学
校

　

教　

諭　
　
　

𦚰
山　
　

彰

・
岩
野
小
学
校

（
臨
採
）
養
護
助
教
諭

那
須
富
貴
子

転
出
者
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と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

②
湯
前
町
立
湯
前
小
学
校

③
お
菓
子
作
り

④
久
し
ぶ
り
に
地
元
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
新
し
い
気
持
ち

で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

①講師

岩
い わ の

野 千
ち は る

春
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納税のお知らせ納税のお知らせ

５月の税金等
上水道料　　　　　５月分
下水道料　　　　　５月分
住宅料　　　　　　５月分

５月の納付書等発送日
　５月13日（金）
５月の口座振替日
　５月25日（水）
５月の納期限
　５月31日（火）
◎取扱い金融機関：
　肥後銀行　熊本銀行
　熊本県信用組合　
　球磨地域農業協同組合
　ゆうちょ銀行

※口座振替にて納付される場合
は、通帳と印鑑を持って金融
機関で口座振替の手続きをお
願いします。

税金・料金等を　　今すぐ　　口座振替に！

口座振替キャンペーン

【キャンペーン期間】

令和４年４月１日（金）～令和５年２月 28 日（火）
　　　  ※引換券有効期限　令和５年３月３１日（金）

【キャンペーン内容】
　期間中、口座振替を新規でお申込いただいた方、先着 200 名様に物産館水の上の市場で使える引換
券をプレゼントします。（申込世帯１世帯につき１枚に限ります。）

【申込方法】
　上記キャンペーン期間内に、通帳と届け印を持って、金融機関で口座振替の手
続きをお願いします。口座振替登録完了後、対象者の自宅に引換券を郵送します。
※手続きは、各金融機関でしかできませんのでご注意ください。

【金融機関】
　肥後銀行　熊本銀行　熊本県信用組合　球磨地域農業協同組合　ゆうちょ銀行

ソフトクリーム 咲くらジュレ
ジビエ餃子
（ゆず胡椒）

ジビエ餃子
（プレーン） ごみ袋

　今後も納期内納入へのご協力をお願いします。　　　　　　　　　水上村役場　税務住民課
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１つ選んで、水の上の市場で交換できる引換券引換券をプレゼント！
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国民健康保険・国民年金の手続きをお忘れなく！
　住民の方は国民皆保険制度により、なんらかの医療保険制度に加入しなければならない
と法令で定められています。どの医療保険にも加入していない方は国民健康保険の加入が
必要となります。
　また、国民年金は20歳から 60歳までの期間は強制的に加入しなければなりません。

会社を退職した方、就職等で社会保険等に加入された方は 14 日以内に下記
のとおり手続きを行ってください。

就職等で社会保険に加入された方
　国民健康保険の喪失手続きが必要です。
　喪失手続きをされないと資格が加入のままになり、保険税を二重負担してしまう
ことになります。
　また、誤って国民健康保険の保険証で医療を受けてしまうと、国民健康保険で負
担した医療費を後で返していただくことがありますので、ご注意ください。

【必要なもの】
　〇加入した社会保険等の保険証
　〇印鑑

会社を退職した方
　国民健康保険・国民年金の加入手続きが必要です。
　保険料は資格取得月に遡って課税されますので、早めの手続きをお願いします。

【必要なもの】
〇離職票又は社会保険の資格喪失証明書など会社の健康保険を離脱したことがわ
かるもの

〇印鑑

お問合せ先：保健福祉課　国民健康保険係（米来）
　　　　　　税務住民課　国民年金係（池末）

行政相談所の開設
　相談は無料で秘密は固く守られます。お気
軽にご相談ください。
日　時：５月12日（木）
　　　　午後１時～午後３時
場　所：水上村保健センター
相談員：行政相談委員
　　　　唐鎌精二　さん
お問合せ先：総務課　尾前颯斗
　　　　　　☎44-0311

弁護士無料法律相談
日　時：５月12日（木）
　　　　午後１時～午後４時
場　所：水上村保健センター
相談員：弁護士等
※事前に予約が必要です。

お問合せ先：水上村社会福祉協議会
　　　　　　☎44-0782

※新型コロナウイルス感染症の状況により中止する場合があ
ります。
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マイナンバーカードを新規取得された方に
みずかみ地域振興券（みずかみマイナ券）を交付します

【対象者】
　〇令和４年（2022年）４月11日（月）から
　　令和５年（2023年）３月31日（金）までに
　　マイナンバーカードを新規取得した方（先着1,000名）

【交付額】
　〇対象者１人につき1,000円（500円× 2枚）

【交付方法】
　〇マイナンバーカード交付の際に窓口でお渡しします。

【使用期限】
　〇令和５年（2023年）３月31日（金）まで

注意事項
●既に取得済みの方は対象にはなりません。
●マイナンバーカードを申請しただけでは対象になりません。

お問合せ先：税務住民課
　　　担当：池末、戸澤

〈休日受付〉
・令和4年（2022年）5月15日（日）午前8時30分から正午まで
〈受付時間延長〉
・令和4年（2022年）5月23日（月）午後5時15分から午後7時まで

５月の休日受付及び受付時間延長

⒢ോ᳃⺖ڗޓ�������

みずかみ地域振興券みずかみ地域振興券

発行元／水上村発行元／水上村

MIZUK AMI V ILL AGEMIZUK AMI V ILL AGE

令和4年度令和4年度

有効期限／令和5年3月31日
MIZUK AMI V ILL AGEMIZUK AMI V ILL AILI LZUK AMZUK AM VVVVVVVVVVVVV L AGEL AGELL AGELL AGEL AGEL AGEAGEAGEMIMIMIZUZUMIZUKMIZUKMIZUK AMIZUKMIZUK AMIZUK AIZUK MIZUK MZUK AMZUK AMZUK AMI ZUK AMI VUK AMI VUK AMI VUK AMI VUK AMI V ILUK AMI VILK AMI V ILLK AMI VILLK AMI V AK AMI V AK AMI V ILL AGK AAMI V ILL AGAMI VILL AGAMI V ILL AGEAMI VILL AGEAMMAMIMIMI MIMI VMI VMI V IMI VIMI V ILL AGEMI VILLMI VILL AGEMI VILL AGEI VILL AGEI VILL AGEI VILL AGEI VILL AGEVILL AGVILL AVILL AVILLVILLVILLK AK AUK AMUK AMUK AMIUK AMIUK AMI VUK AMI VUK AMI VUK AMI VUK AMI V IUK AMI VIUK AMI V ILUK AMI VILK AMI V ILLK AMI VILLK AMI V ILL AK AMI VILLAMI V ILL AAMI VILL AAMI V ILL AAMI VILL AAMI V ILL AGMI VILL AGVILL AGEVILL AGEVILL AGEVILL AGE

みずかみ地域振興券みずかみ地域振興券みみ 券ずかずずみずずみずみずみずみみみみみずずずずみずみずみずみみみみみみ 券券券券券券興券興券興券興券券券券券券券券興券興券み地域み地み地域地域域振域域振域域振域域振域地域地域地域地域地域地域地域地域み地域地域み地域地域み地域地み地地み地地み地地み 振振振振振振域振域振域振域振域振域振域振域振域振域振域振域振地域地域み地域地域み地域み地域み地域み地域み地域み地域み地域み地域かみ地域み地域かみ地域み地かみ地域み地

有効期限／令和5年3月31日
みずかみマイナ券

マイナンバーカード取得促進事業マイナンバーカード取得促進事業
キリトリ

L
000000000000NO . L

見
本
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補　助
対象者

◆対象となる生徒は、高校等の１学年から３学年に在籍する者で、補助
の期間は、３年間を上限とします。

◆対象となる生徒の保護者等で通学費（バイク等含む）、下宿等の経費
を負担している者（交付資格者）が村内に住所を有していること。

◆交付資格者は村税等の滞納をしていないこと。

補助内容

鉄道バス通学者 購入通学定期の 8 割を補助します。（定期券に限る）

寮・下宿等通学者 寮費・下宿代等の８割を補助します。
（食事代を除く家賃代等）

バイク等通学者
湯前駅を起点とし通学先の最寄り駅をみなし駅とみ
て６ヶ月定期券購入額を１ヶ月に算定した金額の８
割を補助します。

※いずれのケースでも１ヶ月10,000円を上限とします。

申請方法

下記の書類を教育委員会へ提出し申請してください。
（１）購入した通学定期の写し
（２）在学証明書又は生徒証明書の写し
（３）金融機関通帳の写し
（４）下宿等の契約書等の写し（契約額、共益費、食費等が明記されて
　　　いるもの）
（５）バイク等通学証明書の写し
（６）確約書（返金させるため）
（７）印鑑（認印）

申請時期

◆定期券の場合は、購入後に申請してください。
◆下宿等の場合は、契約時点で申請してください。
◆バイク等の場合は、高校等の許可時点で申請してください。
◆事実確認等を審査し、交付を決定します。

※補助要件を満たしていない場合は補助の対象とならない場合がございますので、詳しく
は下記担当までお問い合わせください。

【お問合せ先】教育委員会　教育課　担当　中川

水上村高等学校等通学費等支援補助制度
～　進級後も改めて手続きが必要です　～

ᢎ⢒ᆔຬળڗޓ�������
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相続登記が義務化されます！
・所有者不明土地問題の解決に向けて民法、不動産登記法が改正され、令和６年４月１日から
相続登記が義務化されます。

・不動産を取得した相続人は、その取得を知った日から３年以内に相続登記を申請しなければ
なりません。（正当な理由のない申請漏れには過料の罰則あり。）。

・相続登記せずにそのまま放置していると…
　　さらに相続が発生し、相続人が増え、権利関係が複雑になる。
　　相続人の調査に時間がかかり、手続費用が高額になる。
　　遺産分割に協力しない、またはできない相続人が出てくる。
　　不動産の処分（売買など）が難しくなる。
　　公的買収や災害復興の妨げとなる。

相続登記に関する手続および相続窓口
・法務省ホームページ「未来につなぐ相続登記」
・法務局ホームページ「不動産登記申請手続」
・熊本地方法務局ホームページ「登記手続のご案内」（予約制）
・熊本県司法書士会相談センター　共通予約電話番号096-372-2525（初回相談無料）
　　相続人から依頼を受けた司法書士（国家資格）は、法務局へ登記の申請をすることができ
ます。

「法定相続情報証明制度」について
　相続発生後、法務局や金融機関など多くの窓口で手続を行う際に、亡くなられた方等の戸除
籍謄本等の提出を求められることがあります。
　「法定相続情報証明制度」は、法務局に戸除籍謄本等と相続関係を一覧に表した図（法定相続
情報一覧図）を作成して提出していただければ、登記官がその一覧図に認証文を付した写しを
無料交付するという制度です。この制度を利用することで、各種相続手続で戸除籍謄本抄本等
の証明書の束を何組も取得する必要がなくなります。

詳しくは、最寄りの法務局へお問い合わせください。（手続案内は予約制です。）
　「熊本地方法務局ホームページ」もご覧ください。
※相続手続で必要となる書類は各機関で異なりますので、提出先の各機関にご照会ください。

「自筆証書遺言書保管制度」について
　令和２年７月10日から、法務局で自筆証書遺言書を保管する制度が始まりました。
【自筆証書遺言書を自宅で保管する場合】
•遺言書が紛失・亡失するおそれがある
•相続人による廃棄、隠匿、改ざんのおそ
れがある

•これらの問題により相続をめぐる紛争が
生じるおそれがある。

【法務局で保管する利点・効果】
•全国一律のサービスを提供できる
•プライバシーを確保できる
•遺言書の紛失や隠匿等が防止できる
•遺言書の存在の把握が容易
•家庭裁判所での検認が不要

詳しくは、最寄りの法務局へお問い合わせください（手続は予約制です。）。
　「熊本法務局ホームページ」もご覧ください。

熊本地方法務局

未来につなぐ相続登記を
しませんか？

詳しくはこちら→

詳しくはこちら→
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　民法の改正により、成年年齢が、2022 年４月から、現行の 20歳
から 18歳へ引き下げられます。約140年ぶりに見直された成年の定
義。先月号の「前編」では、18歳になったらできることと、これまで
通り、20歳にならないとできないことを紹介しました。
　後編では、成年に達して、一人で契約する際に注意することなどを確認してみましょう。

成年に達して一人で契約する際に注意することは？
　未成年者の場合、契約には親の同意が必要です。もし、未成年者が親の同意を得ずに契
約した場合には、民法で定められた「未成年者取消権」によって、その契約を取り消すこ
とができます。この未成年者取消権は、未成年者を保護するためのものであり、未成年者
の消費者被害を抑止する役割を果たしています。

成年に達すると、親の同意がなくても自分で契約ができるようになりますが、未成年者
取消権は行使できなくなります。つまり、契約を結ぶかどうかを決めるのも自分なら、そ
の契約に対して責任を負うのも自分自身になります。

契約には様々なルールがあり、そうした知識がないまま、安易に契約を交わすとトラブ
ルに巻き込まれる可能性があります。社会経験に乏しく、保護がなくなったばかりの青年
を狙う悪質な業者もいます。

トラブルの一例
◇定期購入
　サイト上の広告で、よさそうなダイエットサプ
リを見つけた。初回500円だったら試してみよ
うと思い、スマートフォンで注文した。1回だけ
のつもりだったのに、その後も数週間おきに同じ
商品が勝手に届き、しかも1万円も支払うよう
請求された。
契約内容や解約方法をしっかり確認しましょう
証拠を残すため、最終確認画面のスクリーン
ショットを撮っておきましょう

◇サクラサイト
　スマートフォンで「在宅ワーク」と検索したら、「男
性から悩みを聞けば収入を得られる」という広告を見
て、誘導されたサイトに登録した。メールの送受信は
無料と書かれていたが、お金を受け取るにはポイント
購入が必要といわれ、さまざまな名目でポイントを購
入し続け、1週間で180万円にもなってしまった。
魅力的な誘いには絶対に応じないようにしましょう
登録した後であっても、不審な点を感じたら毅然と
関係を断ちましょう

おかしいなと思ったら、すぐに相談を！
　消費者トラブルに巻き込まれた場合や、おかしいなと思ったときには、ためらわずにしっ
かり相談ができることも大事です。相談電話や窓口が設けられています。
　〇全国共通の電話番号「消費者ホットライン」　  ☎１８８
　〇人吉消費生活センター　　　　　　　　　　　☎２２－２１１１
　〇水上村役場　総務課　消費者行政担当　　　　☎４４－０３１１

成人式はどうなるの？
　多くの自治体では、これまで通り、その年度に 20歳になる方を対象に行う予定です。
その際、「成人式」ではなく、違った呼び方になると考えられます。

令和４年４月１日から、
　成年年齢が18歳になります

後編
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◆日　　時　自　令和４年（2022年）５月 10日（火）　９時～17時
　　　　　　至　令和４年（2022年）５月 11日（水）　９時～17時
◆演習概要
（１）流域住民への危害防止措置の実施
球磨川沿いに設置している放流警報局（全16局）から放送及びサイレンが鳴ります。
なお、放送及びサイレン吹聴は、前日（５月10日）のみ実施する予定です。

（２）情報伝達訓練
　関係市町村等への情報伝達訓練を行います。
（３）机上訓練
　ダム職員によるゲート操作等の机上訓練を行います。

◆そ の 他
　・演習のため、ダムから実際の放流は行いません。
・演習当日、降雨等によって実際の放流を行うことが予想される場合は、演習を中止す
る場合があります。

【問合せ先】　熊本県市房ダム管理所　管理課
　　　　　　　　〒868-0701　球磨郡水上村岩野3-6
　　　　　　　　☎44-0304　FAX44-0659

聴覚障がい者のコミュニケーション支援を行う手話通訳者の養成講座です。
期　　日　【入門課程】令和４年４月６日～令和４年８月３日　毎週水曜日（全17回）
　　　　　【基礎課程】令和４年８月31日～令和５年３月29日　毎週水曜日（全28回）
　　　　　　　　　　（テスト・閉講式の２日間を含む）　

＊基礎課程は入門課程を修了した方に限ります。初心者の方は受け付けできま
せんのでご注意下さい。

講習時間　午後７時～午後９時
場　　所　人吉商工会議所（人吉市南泉田町３－３）
受講資格　高等学校卒業以上の学力を有する方で、手話通訳活動が可能な方
　　　　　※令和５年３月高等学校卒業見込みの方も含みます。
受 講 料　テキスト代等　7,600円（予定）
申込方法　会場で受講料を添えて申し込んでください。
申込期間　令和４年４月６日～令和４年５月１８日
問合せ先　一般財団法人　熊本県ろう者福祉協会
　　　　　TEL　096-383-5587　　FAX　096-384-5937

市房ダム洪水対応演習を実施します

令和４年度人吉・球磨（圏域）
手話奉仕員養成講座のご案内
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〇一般料金

区分・時間
トレーニング室
歩行浴プール
（２時間）

低酸素ルーム
（１時間）

高酸素ルーム
（１時間）

１DAY
フリーパス

村内

一般 ２００円 ３００円 ３００円 ８００円

中学・高校生 １００円 ２００円 ２００円 ５００円

65 歳以上 １００円 ２００円 ２００円 ５００円

村内宿泊者 ２００円 ３００円 ３００円 ８００円

村外 ３００円 ５００円 ５００円 １，３００円

〇１か月フリープラン

区分・時間
トレーニング室
歩行浴プール

（１日２時間に限る）

トレーニング室
歩行浴プール
低酸素ルーム
高酸素ルーム

（１日４時間に限る）

村内

一般 １，５００円 ４，５００円

中学・高校生 １，０００円 ３，０００円

65 歳以上 １，０００円 ３，０００円

村内宿泊者 １，５００円 ４，５００円

村外 ２，０００円 ７，０００円

水上村生涯スポーツ施設
「水上サクラヴィレッジ」がオープン

　３月 25日から、スポーツトレーニングの環境が整った、水上村生涯スポーツ施設「水上サ
クラヴィレッジ」がオープンしています。住民の体力向上、地域コミュニティ形成および、スポー
ツの振興を目的として設置されています。
　場所は、湯山神揚地区にある「そば処　山の幸館」の下です。もともとは、お店の食品加工
部屋として使われていましたが、この度、トレーニング施設へリニューアル。歩行浴用25mプー
ルや高・低酸素ルーム、各種トレーニング器具が完備されています。
　体力・健康の維持向上を目指し、村内外問わず、多くの方のご利用をお待ちしています！

〇駐車場
　もとゆの森駐車場　
　※山の幸館、桜寿苑などの近隣施設前に駐車しないようお願いします。

〇利用時間
　平　　　日：午前９時～午後８時まで　　土日・祝日：午前９時～午後６時まで

※定休日：毎週水曜日／年末年始は 12 月 29 日～１月３日まで

地域おこし協力隊の（写真左から）
田川と中川です。使用方法などのレ
クチャーを行いますので、お気軽に
お越しください！
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〇ご利用方法
１．ご利用の際は、ネットまたは電話にて事前予約をお願いします。

※事前予約がない場合は、予約状況によりご利用できない場合があります。
２．室内をご利用いただく方は、体育館シューズ等の上履きを持参ください。
３．歩行浴温泉プールをご利用いただく方は、水着等を着用してください。
４．ご利用については、中学生以上の方に限らせていただきます。

※ケガや事故を防ぐために、小学生および未就学児は利用不可とさせていただきます。

事前のご予約をお願いします。下記 URL からか、QR コードを読み込んでく
ださい。
　http://skyvillage-mizukami.com/sakura/　　　　 　　　QR コード：

〇お問合せ先　水上村湯山 1474 番地 1　☎ 46-0888
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岩野公民館　図書室より
今月の新刊を紹介します！

里山のシイナのほぼ片付け日記
里山　シイナ

ぱなしくん
柴田　ケイコ

「田舎暮らし系」YouTuber。田舎暮らしに憧れ、自
然にあふれた里山に残る古民家を手に入れる。しか
し、のんびりした田舎暮らしのはずが 1年半以上にも
わたってひたすら残置物を片付け。「ほぼ片付け」の
暮らしぶり。美しい風景とともに紹介されています。

「ぱなしくん」は、片付けが苦手な男の子。なん
でもそのままにしちゃうからぱなしくんって呼ば
れています。お母さんに「こんなにちらかしている
と、ごっちゃおばけがやってくるわよ」と言われて
しまいます。その日の夜から不思議な音が・・・。

昭和 18 年、戦時下の日本。国家のために死ぬ
ことを夢見る軍国少年、勇二が出合ったのは歴
史学者の娘。自由が統制され、夢を見ることさ
え叶わない社会で、少年少女はどこへたどりつ
くのか。

バムとケロは食べるのも料理するのも大好き！絵
本には沢山料理のシーンが登場します。料理シー
ンにまつわる楽しいエピソードも満載。是非、
親子で料理にチャレンジしてみてください。

ヒノマル
古市　憲寿

バムとケロのおいしい絵本
八木　佳奈
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熊本スカイ
業　　種
　卸小売業
店舗情報
　住　　所　江代 1228-2
　電話番号　46-1482
　営業時間　８：00～ 17：00
　定 休 日　日曜日・月曜日

ＰＲ内容
　熊本から江代に来て４年にな
ります。理容、美容用品の卸し、
小売りを行っています。
　よろしくお願い申し上げま
す。

岩崎塗装
業　　種　塗装業
店舗情報
　住　　所　湯山 616-4
　電話番号　46-0153
　営業時間　8：00～ 17：00
定 休 日　不定期

ＰＲ内容
　塗装工事の見積もりはお気軽に
お問い合わせください。

村内 事 業 所 紹 介

　村内の事業所紹介の連載コーナーです。
　現在、コロナ禍にあっても、村内にて元気に営業を行っている事業者さんを紹介することで、
地域の活性化につながりますように。
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①中学生
②水上中学校、部活動のない日
③米本 宗徳　他

野球クラブ（中学生対象）
①中学生
②村民体育館、部活動のない日
③上村 憲一郎、吉永 裕樹　他

空手クラブ（中学生対象）

①中学生
②水上中学校、部活動のない日
③小野 頼年

柔道クラブ（中学生対象）

①中学生
②水上中学校、部活動のない日
③田代 浩幸

ソフトテニスクラブ
（中学生対象）

①中学生
②村民体育館 毎週火曜日18:30～20:00
　　　　　　 毎週木曜日18:30～20:00
③球磨郡バドミントン協会男子監督　他

バドミントンクラブ
（中学生対象）

①中学生
②水上中学校、部活動のない日
③小川 恵、福田 知子他

水泳クラブ（中学生対象）

村内小学生・中学生

村外小学生・中学生

このプログラムは、今年度 4 月から活動を開始いたします。
なお、各種目の日程プログラムについては、入会手続き後に開始いたします。

ランニングクラブ
①小学生5年生～一般
②水上中学校 平　日18：30～19：30
　　　　　　 水曜日18：00～19：30
③河野太志朗

①中学生
②水上中学校、部活動のない日
③那須 良策

ソフトボールクラブ
（中学生対象）
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①小学生（中学生）
②岩野公民館図書館
　毎週火曜日19：00～20：00
　毎週木曜日19：00～20：00
③デイビッド・ロイ・ユールスタイン

英語塾

①小学生
②水上中学校野球場
　毎週日曜日  9：00～12：00
③小林 尋志、椎葉 謙治　他

学童野球

①小学生
②村民体育館及岩野公民館
　毎週月曜日18：30～20：00
　毎週水曜日18：30～20：00
③上村 憲一郎 、吉永 裕樹　他

学童空手

①小学生
②岩野公民館大研修室
　毎週木曜日19：00～20：00
③井上 彩子、中原 奈々

学童ダンス

①小学生
②水上中学校柔道場
　毎週火曜日19：00～20：30
　毎週木曜日19：00～20：30
③小野 頼年

学童柔道

①小学生３年生以上定員 20 名
　（１、２年生は 7 月下旬より）
②岩野小学校プール・水上中学校プール
　毎週土曜日 13：30 ～ 15：30（予定）
③小川 恵、福田 知子　他

学童水泳

①小学生
②岩野公民館
　平日（長期休暇を含む）17：30 ～ 19：00

チャレンジクラブ
①小学生
②水上中学校テニス場
　毎週水曜日19：00～20：00
　毎週金曜日19：00～20：00
③甲斐 啓志、永石 龍光　他

学童ソフトテニス

①一般
②岩野公民館中研修室
　毎週水曜日13：30～15：00
③阿部 勤子

気功・太極拳教室

①一般
②和楽時館
　金曜日の部  9：00～16：00
　土曜日の部  9：00～16：00

陶芸教室（金曜日の部・土曜日の部）

①一般
②岩野公民館
　毎月第2・4火曜日9：00～11：00
③甲斐 久美子

洋裁教室

①小学生
②岩野公民館大研修室
　毎月第1・2土曜日9：00～10：30
③坂口 由利子

フラダンス教室

①一般
②岩野公民館中研修室
　毎月第 1・3 木曜日 9：30～11：30
③那須 久子

習字教室
①小学生～一般
②湯山地域交流センター
　毎週月曜日 17：00～19：00
③藤田 円香、尾前 美咲

学童和太鼓

①小学生 3 年生以上（1、2 年生応相談）
　※定数 20 人とします。
②村民体育館 毎週火曜日18：00～19：30
　　　　　　 毎週木曜日18：00～19：30
③球磨郡バドミントン協会男子監督他

学童バドミントン

総合運動教室
①4～6年生（小学生対象）
②湯山小学校/木曜日16：30～17：30
　岩野小学校/火曜日16：30～17：30
③村山 直・平井 景子

※各種目の目的の変更もありますのでご了承ください。

陸 上 教 室
①小学生・一般（中学生要相談）
②水上中学校
　水曜日18：00～19：30
　土曜日  9：00～11：00
③白川 明日香　他
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　ごみ袋に入れる前に一度確認を！

～ごみの分別に関するQ＆A～
Ｑ　スプレー缶・ガスボンベ類は、どうやって出すの？
Ａ　穴をあけガスを抜いたうえで、燃えないごみの袋に入れて燃えないごみと

して出してください。

Q　焼酎一升瓶やビール瓶は、どうやって出すの？
Ａ　焼酎一升瓶やビール瓶は、販売店又は子ども会の空き瓶回収に出して

ください。

Q　陶磁器製（茶碗・皿）等や鏡はどうやって出すの？
Ａ　割れていない物はそのままでも構いませんが、割れている物は危険防

止のため新聞紙・厚紙で包んで燃えないごみとして出してください。

Q　布団・こたつ布団は、どうやって出すの？
Ａ　布団・毛布は、「布類」ではありませんので、燃えるごみの袋に

入る大きさに切って収集日に燃えるごみで出されるか、１メー
トル以下に切断して、直接クリーンプラザに持って行くように
お願いします。

　　また、綿が入っている丹前、こたつ用掛け布団・敷布団、マット類も同様です。
　　指定袋に入る程度に切り、燃えるごみとして出してください。

★お買い物にはマイバックを持参しましょう

↓ごみの出し方に困った際に、ぜひご利用ください！↓
　　【人吉球磨ごみ分別アプリ】

お問合せ：保健福祉課　☎ 44-0313

環境
だより
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日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

イベント　　お知らせ
税金　　　　元気クラブ

1 2 3 憲法記念日 4 みどりの日 5こどもの日

江代山GO
GOトレイル

6 7

8 9 10 
　健康相談
10 時 ~12 時

11
運動教室
13時30分~15時

12  

　  9時30分~
　  13時30分~
行政相談
13時~15時
弁護士無料相談
13時~16時
6ヶ月児健診
12時50分~

13
ひめトレ
　   10時~

14

15
マイナンバー
カード休日受付
8時30分~12時
水上中学校体育大会

16 17
　健康相談

10時~12時
幼児健診
13時~

18
運動教室
13時30分~15時

19
　  9時30分~
　  13時30分~

20 21
狂犬病予防接種
２回目

22 23
マイナンバー
カード受付延長
17時15分~19時

24
　健康相談

10時~12時

25
運動教室
13時30分~15時
5月口座振替日

26
　  9時30分~
　  13時30分~

27
５歳児育児
学級

28

29
マウンテンパーティー

（ロング）５時
（ショート）６時３０分
高城公園スタート

30 31
　健康相談

10時~12時
5 月納期限

☆ごみ袋には必ず名前を書いてください。
※予定ですので、変更になることがあります。

球磨医師会休日在宅医＆当番薬局
日 曜日 病　　　　　　　　　　　院 薬　　　　　局

1 日
緒方医院　☎ 35-0131
田中医院　☎ 38-0061
増田クリニック小児科　☎ 22-3570

しらおく内科クリニック　☎ 25-1550
たけだ眼科クリニック　☎ 23-3096

くま薬局［相］　☎ 35-1300
五日町薬局［人］　☎ 23-6228

高階誠心堂薬局本店［人］　☎ 22-4633
高階誠心堂薬局いずみだ店［人］　☎ 24-8370

3 火
そのだ医院 　☎ 43-2063
酒瀬川内科　☎ 38-0050
公立多良木病院小児科　☎ 42-2560

あいだ診療所　☎ 25-1651
愛甲産婦人科　☎ 22-4020

犬童薬局［湯］　☎ 43-3903
ファーコス薬局多良木いちご［多］　☎ 42-6888
つばめ薬局［錦］　☎ 25-2500

山口薬局［多］　☎ 42-2123
まえだ薬局［人］　☎ 23-2987

4 水
宮原医院　☎ 42-2082
ほづみ皮膚科医院　☎ 26-5300
たかはし小児科内科医院　☎ 24-2222

伊津野医院　☎ 22-3066
掛井眼科医院　☎ 22-3383

山口薬局ピーチ店［多］　☎ 42-7712
たんぽぽ薬局［人］　☎ 23-6170

みずき薬局［人］　☎ 24-6971
高階誠心堂薬局本店［人］　☎ 22-4633

5 木
渡辺医院　☎ 42-2541
小川整形外科医院　☎ 38-3455
やまむら小児科・内科　☎ 45-0005

岡医院　☎ 22-3371
河野産婦人科医院　☎ 24-3838

高階誠心堂薬局たらぎ店［多］　☎ 42-1117 エスエス堂きりん本町薬局［あ］　☎ 45-6330

8 日
上球磨クリニック　☎ 42-5868
脳神経外科小林クリニック　☎ 38-5670
増田クリニック小児科　☎ 22-3570

田中医院　☎ 24-6127
田中クリニック　☎ 22-7222

たらぎ調剤薬局［多］　☎ 43-0221
百太郎薬局［錦］　☎ 28-8123

高階誠心堂薬局かわらや店［人］　☎ 24-5171
鬼木調剤薬局［人］　☎ 22-7122
五日町薬局［人］　☎ 23-6228

15 日
横山医院　☎ 42-2132
緒方医院　☎ 35-0131
人吉医療センター小児科　☎ 22-2191

堤病院　☎ 22-0200
外山胃腸病院　☎ 22-3221

くま薬局［相］　☎ 35-1300
さくら調剤薬局医療センター前店［人］　☎ 32-9657

ひご薬局下林店［人］　☎ 24-1400
まえだ薬局［人］　☎ 23-2987

22 日
仁田畑クリニック　☎ 42-1123
たかの眼科　☎ 47-2550
たかはし小児科内科医院　☎ 24-2222

外山内科　☎ 22-2003
とやまクリニック胃腸科・肛門科　☎ 28-3375

ひご薬局多良木店［多］　☎ 49-1011
くるみ薬局［あ］　☎ 49-9630

にのまち薬局［人］　☎ 23-6933
ぎんなん薬局［人］　☎ 28-3335
たんぽぽ薬局［人］　☎ 23-6170

29 日
増田耳鼻咽喉科クリニック 　☎ 45-8001
犬童内科胃腸科医院　☎45-1125
やまむら小児科・内科　☎ 45-0005

ひとよし内科　☎ 24-1211
豊永耳鼻咽喉科医院　☎22-2031

清風薬局サンロード免田店［あ］　☎ 49-9600
くるみ薬局［あ］　☎ 49-9630
五日町薬局［人］　☎ 23-6228

クスノキ薬局御薬園店［人］　☎ 32-9183
ココ薬局［人］　☎ 22-7995
エスエス堂きりん本町薬局［あ］　☎ 45-6330

［水］…水上村　［錦］…錦町　［あ］…あさぎり町　［多］…多良木町　［湯］…湯前町　［相］…相良村　［人］…人吉市　

ごみ

ごみ

ごみ

ごみ

ごみ

ごみ

資源

資源

不燃

不燃燃えるごみ 燃えないごみ・鉄くず・ガラス・陶器

アルミ缶・スチール缶・透明びん・茶色びん資源

日日

5月 May 
ࠃߩ

ߡ

保

保

多保

保

保

保

保
保

保

保……保健センター（☎ 44-0782）　
岩公…岩野公民館（☎ 44-0333）　　

石交…石倉交流施設
多保…多良木町保健センター

※病院の都合により変更となる場合があります。ご了承ください。
※休日当番医に行かれる際は、事前に電話で確認をお願いします。

岩公

岩公

岩公

岩公
岩公

岩公

岩公

石交

石交

石交
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第１回： ５月 ８日（日）
第２回： ６月１２日（日）
第３回： ７月１０日（日）
第４回： ９月１１日（日）
第５回：１０月 ９日（日）
※小雨決行
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